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第二章では，従来，現象は観測されていた於理由の不明だった iDl光と D z光を同時に用いて Dl
光だけ用いたときより大きな信号対雑音比で磁気共鳴が観測できる」ことの理論的な説明をし，更に，























試作した自励発振器を用いた磁力計は，他磁気の変化が0.0 1 y まで測定でき，その応答 2KHz で
あり，地上に設置したり，ロケットに搭載して地磁気の変化を測定し良好な結果を得ている。
以上のように本論文は磁気共鳴検出技術と地磁気測定装置を開発したもので，工学上および工業上
寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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